
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑭

名

分

回 ％
活 動 状 況

平成25年7月～平成26年1月 平均会合時間 60

会合回数 5 平均会合出席率 80

参考にしたグルー
プ内の過去の事例

施設名：　熱川温泉病院　／　演題名：　病院車いすにおける管理方法の見直し

チ ー ム の 名 称 車いす委員会
リーダー名(職種) 肥田　圭司　（作業療法士）

チ ー ム の 人 数 4

改 善 の 指 標 と
そ の 目 標 値

（指標）「車いす選びに迷う」、「患者さんの身体に車いすが合っていない」と思う職員の割合
（目標値）　現状把握で抽出された割合の半数

実 施 し た 対 策
①車いすの座高・座幅を分類し、車いすに貼りつける②身長・体重を分類し基準表を作る
③車いす選びのための早見表を作る④車いすの選び方を病棟へ伝達する
⑤院内情報管理システムで車いす情報を確認できるシステムを作る

改善指標の、対策
実施前後の変化

（実施前）　車いす選びに迷う職員78%、患者さんの身体に合っていないと思う職員93%
（実施後）　車いす選びに迷う職員37%、患者さんの身体に合っていないと思う職員51%

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問
題 課 題

患者さんの体格や病状に合わせて、車いすを選ぶ方法は決まっておらず、使用している車いすが、
患者さんに合っていないことが多くあった。そのため、病院備品であるスタンダード型車いすを有効
的に活用し、患者さんの身体に合った車いすを貸し出せるようにする。

演 題 名 当院における車いすの選び方

施 設 名 熱川温泉病院 発 表 者 別生　健太郎　(作業療法士)
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